
学校番号 413 

令和 3年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 「現代文Ｂ」 （教育出版 現 327） 

副教材等 

「即戦ゼミ入試頻出新国語問題総演習 三訂版」（数研出版） 

「五訂版 正しく読み・解くための力をつける現代文 ステップ３」（桐原書店） 

「イラストとネットワーキングで覚える 現代文単語」（いいずな書店） 

「新国語総合ガイド 五訂版」（京都書房） 

「新国語総合ガイド準拠学習課題ノート 五訂版」（京都書房） 

「頻出 入試漢字コア２８００」（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業ばかりでなく普段の生活の中でも語彙を豊かにするよう努める。近現代の著作に親しむことで、考える力・

表現する力を身につけることが期待できる。その際、自分の視点からばかりでなく、他者の視点からも物事を見

るよう心がけたい。さらに、そのようにして深めた自分の考えを言語化するよう努めるとよい。 

 

２ 学習の到達目標 

・文章を読んで、構成、展開、要旨、情景、心情の描写などを的確にとらえることができる。 

・文章を読み、批評することを通して、人間、社会、自然などについての自分の考えを深めたり、発展させたり

していくことができる。 

・人間関係における様々な場に応じて、互いを尊重し、相互理解を深め、考えを伝え合うことができる。 

・目的や課題に応じて、収集した様々な情報を分析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に表現できる。 

・語句の意味・用法を的確に理解し、語彙を豊かにするとともに、文体や修辞などの表現上の特色を捉え、自分

の表現に役立てることができる。 

・積極的に学習計画を立て主体的に読書をする習慣を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化に

対する関心を深め、

国語を尊重してそ

の向上を図ろうと

する。 

目的や場に応じて効

果的に話したり、的

確に聞き取ったり、

異なる意見を受け止

めながら自分の意見

を深め、まとめて発

言している。 

目的や場、相手や

課題に応じて、

様々な観点から考

え、思考を深め、よ

り伝わりやすい形

で書いている。 

幅広く深い話題・

論題の様々な文章

を的確に読み取

り、自分の考えを

深め、発展させて

いる。 

古語、漢語など伝

統的な言語文化に

加え、外来語、専

門用語などに対す

る理解を深め、語

彙等を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

 

評
論 

教材： 

「虚構のリアリズム」 

岡真理 

 

〇  〇 ◎ 〇 a:人間が現実を「表象」する行為について具体的イメー

ジをもち、興味・関心を持って読む。 

c:段落相互の関係をふまえて、抽象的な表現をわかりや

すく言い換えられる。 

d:各段落の要旨をまとめ、人々が感じる「リアルさ」に

関する筆者の主張や、一回限りのできごととしての「現

実性」と虚構が作り出す「リアリティ」との違いについ

て的確に読み取っている。 

e:論理の構築や展開、構成を正しくつかんでいる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 

小
説 

教材： 

「美神」 

三島由紀夫 

〇 〇 〇 ◎ 〇 a:独特の美意識で描かれた物語世界に関心を持ってい

る。 

b:文学的な文章の表現の仕方について話し合える。 

c:登場人物が置かれている状況（５Ｗ１Ｈ）を整理し、

具体的に説明できる。 

d:美の普遍性と人間に関する作者の考えを理解し、小説

を読む楽しさを味わっている。 

e:三島由紀夫やその作品について理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 

・話し合いの

観察 

評
論 

教材： 

「民話と幻想」 

河合隼雄 

 

〇  〇 ◎ 〇 a:深層心理学や心理分析について興味をもって調べ、心

の問題について積極的に考えようとしている。 

c:キーワードである言葉を理解し、「人間の内界」とは

何かを考え、その変化を「幻想」が教えてくれるという

筆者の考え方についてまとめることができる。 

ｄ:「幻想」の物語による「全体性の回復」ということに

ついて理解し、「幻想の世界」を否定すると失うものが

大である、という筆者の主張を正確に読み取っている。 

e:キーワードである「無意識」や「自我」「内界」「夢」

「幻想」といった言葉を正しく理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 

詩 

教材： 

詩「落葉」 

ヴェルレエヌ／ 

上田敏 訳 

詩「小景異情」 

室生犀星 

〇 ◎ 〇 〇 〇 a、b:詩の独特なリズムや表現の特徴を意識しながら、効

果的に音読している。 

c:作品から感じ取ることができる構成や展開の工夫、表

現の特色などをとらえ、適切な表現の仕方で鑑賞文を書

いている。 

d:各連の内容や表現上の特徴を理解している。 

e:詩の形式や構成、技法などについて理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 

二
学
期 

小
説 

教材： 

「舞姫」 

森鴎外 

〇  〇 ◎ 〇 a:時代背景に注意しながら、主人公の心の葛藤を読み取

り、人間の生き方について考えている。 

c:主人公の考えや行動について感想を記述する。 

d:主人公の考えや行動が、明治という時代と関係してい

るということを理解している。 

e:古語辞典や古典文法を用いて読解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力 

e:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

評
論 

教材： 

「＜私＞はどこへ行く？」 

黒崎政男 

○  〇 ◎ ○ a:筆者が現代社会の状況をどう捉え、「私」についてど

う考えているかについて関心を持ち、意見・感想を述べ

ている。 

c:要旨を的確に把握するとともに、自分の意見を記述す

ることができる。 

d:デジタル・テクノロジーが社会を変えていく状況につ

いて、筆者がどのように考えているかを理解している。 

e:固有名詞や語句の意味を理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 

 

三
学
期 

評
論 

教材： 

「技術の変質と二十一世

紀の課題」 

加藤尚武 

〇  〇 ◎ 〇 a:「技術の変質」という問題に関心を持ち、意見・感想

を述べている。 

c:現代技術の特質と、自然の歴史に対する責任という問

題について、要旨をまとめることができる。 

d:自然科学と人文・社会科学という「二つの文化」の溝

を埋めなければならない理由を理解している。 

e:論理の構築や展開、構成を正しくつかんでいる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

・定期考査 

 

三
学
期 

三
学
期 

 小
説 

教材： 

「おどる男」 

中野重治 

〇  〇 ◎ 〇 a:敗戦直後の時代背景に関心を持っている。 

c:作品のテーマを理解した上で、自分の意見・感想をま

とめることができる。 

d:具体的な情景描写や心理描写を通して、敗戦後の日本

人の置かれている状況を理解している。 

e:プロレタリア文学や戦後民主主義文学について理解

している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

の提出 

 


